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第３８５回白石市議会定例会 一般質問通告書

順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１ １番 １ 「地域医療再生計画」と「特別繰り入れ」につい 市 長
沼 倉 昭 仁 て

昨年の１２月議会で私が一般質問した答弁のなか
で、市長は、今回の県の「地域医療再生計画」は、県
南に同じような病院が２つあるため、再編ネットワー
ク化するものであり、それにより、お互いに補完し合
いながら地域住民の安全を確保する、両病院はそれぞ
れの役割があり、「中核病院」との「機能分化」の中
身については、今後、検討・協議してゆくと、答弁し
た。
この「計画」では、仙南医療圏については、「中核
病院」が「基幹病院」に、「刈田病院」は「中核病院
」のいわば「支援病院的な位置づけ」となっている。
この「枠組」に関して、大河原町長との「協議」の
余地などない、そのような「協議の場」もないのが現
実なのではないのか。そうではなく、国の予算を受け
る前提としては、「刈田病院」が、これまでの「中核
病院」と同等・同質の「ツインホスピタル」のような
概念ではなく、厳しい言葉を使えば、「中核病院」と
の間での「センターとサテライトという序列化」を受
け入れるということなのではないのか。
この重大な「方針転換」を、風間市長は、なぜ市民
に「説明」しないのか。
「特別繰り入れ」は、本来、よほどの事情と効率的
経営が担保されない限り入れるべきではないものであ
る。
この状況で「特別繰り入れ」をお願いする白石市民
に、刈田病院のこの重大な方向転換について、市民が
納得のいく正確な情報の公開と「特別繰り入れ」を可
能とする根拠は何か、医療行政上の展望は何かについ
て、説明をきちんとしなければならないのではないの
か、市長の所見を伺う。

２ ４番 １ 子どもを大切にする施策展開について 市 長
吉 田 貞 子 (1) 子どもの育ちの現状をどのように把握している 教 育 長

か
(2) ひとり親家庭への支援、虐待への対応、保育ニー
ズ対応の今後の方策について
(3) 子ども支援の総合的施策展開について
(4) おとなが抱える問題が子どもへとつながることか
ら、女性に対する暴力を根絶する施策展開について

３ ９番 １ 地上デジタル放送への対応について 市 長
佐久間 儀 郎 平成２３年７月２４日をもって現在のアナログ放送

から地上デジタル放送へ全面移行し、アナログ放送は
見られなくなります。テレビ視聴、情報入手の不公平
さを解消すべく、本市は総務省、ＮＨＫなどと連携し
て調査と対策を十分に検討してきていると思います
が、完全移行期日が迫ってきているなか、テレビの難
視聴地域等への支援の現況を伺います。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

３ ９番 ２ 児童生徒のいじめ等（問題行動）の現状と対策に 市 長
佐久間 儀 郎 ついて 教 育 長

先般、平成20年度に全国の国公私立の小中高校に対
して行った文部科学省の問題行動調査結果について報
道がなされ、東北地区は、いじめが確認された頻度が
全国を上回り、十分な対策が求められている。本件
は、決して見逃すことのできない深刻な問題といわざ
るを得ません。そこで、以下の諸点を伺います。
第１点として本市における児童生徒の問題行動の現
状。
第２点として、教育委員会の対策、「白石市いじめ
問題等対策室」との係わりは。
第３点、文部科学省は、教職員が一体となって問題
行動を早期発見して、暴力行為には警察などと連携し
て毅然とした対応をとるよう各県教育委員会に通知を
したようですが、この指示を本市はどのように受け止
めているのか。
３ 学校支援ボランティアについて
本市の教育において、いわゆる『学校支援ボランテ 市 長
ィア』の意義、教育振興等における位置づけ、活用を 教 育 長
伺います。
白石学校支援ボランティア制度の内容、運用状況な
ど、以下の諸点についてお知らせ下さい。
①募集の方法②報酬の有無③損害保険加入の有無③不
審者との区別、混同を回避するための処置④活動の実
際⑤効果。
また、制度と「学校支援地域本部事業」との係わり
はどのようなものなのか併せて伺います。

４ １２番 １ 本市農業の現状と今後の振興策について 市 長
四 竈 英 夫 本市農業の現状をどのようにとらえ、それらをふま

えて農業を振興させるために、どのような施策を講じ
られるお考えかお尋ねいたします。
長期化する不況で経済は冷え込み、景気の二番底が
懸念されるなど、国内外ともに厳しい経済情勢が続い
ております。こうした中、本市の基幹産業である農業
も大変厳しい経営を迫られております。低迷する農産
物価格とは裏腹に、値上がりする肥料、農薬、資材代
等経費の増大により経営は圧迫され、農家の生産意欲
は減退しております。
さらに、農業経営者の高齢化と後継者不足による経
営不安、減反政策による遊休農地の増大、鳥獣被害に
よる耕作放棄地の拡大等々課題は山積しております。
市では昨年農家に対してアンケート調査を実施いた
しました。その結果どのような実態と課題等が浮かび
上がって来たのでしょうか。
また、今年度新たな制度として「戸別所得補償モデ
ル対策」がスタートしますが、これを円滑に推進する
ためにどのような方策をお考えかお尋ねいたします。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

５ ３番 １ 雇用の確保について 市 長
水 落 孝 子 平成２２年度の施政方針において、雇用の拡大を図

るため、企業誘致を最重要課題として取り組むとあり
ます。工業団地造成中であり、市長はトップセールス
の展開に精力的に奔走されてきたところですが、
(1) 現時点での問い合わせの件数と、その工場の規模
についてお知らせ下さい。
(2) 工業団地完成と工場着工が連携できることが望ま
しいと思いますが、そのための今後のアクションプ
ランについてお尋ねします。
(3) 企業立地等に伴う転入者補助金制度の創設が述べ
られていますが、この制度創設の背景はなにか？今
までの問い合わせ等で示唆されたものなのか？
(4) 転入後１年経過後、月額１万円上限と示されてい
るが、その他の内容についてお知らせ下さい。

現在、緊急雇用創出事業とふるさと雇用再生特別基
金事業が行われていますが、これらの事業は、２０１
１年度までの３年間の事業です。その後の推移は未知
数ですが、白石市の地理的特性を生かし、産業政策・
環境問題も加味し、林業再生の道をきりひらくことが
雇用を生み出し、今後の地域経済再生に貢献できるの
ではないかと考えます。そこで、
(5) 白石市の面積の中で、森林の面積の割合はどれく
らいですか。
(6) 毎年、市行造林を実施していますが、木材として
利用できる４０年～５０年ほど経過したものの比率
はどれほどの割合になっていますか？また、用材に
最も適した８０年生以上の大径木はどれほどになっ
ていますか？

現在、木材市場は約８割が外材で占められ、価格も
外材主導で決定され、林業の衰退をまねいています。
多くの森林組合が苦慮しており、後継者も出来るわけ
もなく、高齢化の一途をたどり、荒れた山が増えてい
ます。しかし、自治体独自に林業の再生に取り組み、
地元産材の利用促進を進めることで、生産段階で発生
する、残材や樹皮、間伐材等の利用で、ペレットスト
ーブの普及、木質バイオマス利用など多様な取り組み
をしているところも増えています。
(7) 産業基盤の確立の鍵は何だとお考えですかお尋ね
します。
(8) 白石市に豊富にある森林資源を活用し、地域おこ
しを進めることを提案しますが、所見を伺います。
(9) その時の課題は沢山あると思いますが、お聞かせ
下さい。
２ クリーンなまちづくりについて 市 長
施政方針では、この中で９件の施策があり、公共下
水道事業と農業排水事業については、未接続家屋の接
続促進があげられております。これは、今までも取り
組まれてきたことではありますが、特に取り上げられ
たことにおおいに賛成です。そこで、
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

５ ３番 (1) 今までと違う新たな勧め方はなにか？
水 落 孝 子 (2) リフォーム助成制度の創設について提案します。

山形の庄内での場合、その内容は工事費の５％・上
限５０万円で、波及効果は、約３０倍にもなると鶴
岡商工会長が述べています。接続家屋の促進ととも
に、市内の工事業者の仕事おこしにもなるもので
す。さらに、下水道のみに限定せず、近い将来起こ
ると予想されている宮城県沖地震対策を積極的に対
応して行こうという取り組みをしている自治体もあ
ることから、そうした市民の取り組みに応援するこ
とにもなると考えます。所見をお伺いします。
３ 新しい統合高校の発足にあたり白石市としてでき 市 長
ることはなにか
長い歴史と伝統を持ち、白石市民に愛されてきた白
石高校と白石女子高が統合され、新しい高校として校
舎新築も順調に進み、４月１日から開校されることに
なりました。学校は、地域住民に支えられて伸びると
も言われています。新しい高校を祝福し、通学するこ
とがうれしいと感じていただけることは、白石市にと
っても、市民にとっても、大変うれしいことではない
かと思います。県立高校ですから県のやることではあ
りますが、市の施設利用や、通学がうれしい環境にし
ていくなど、なにかお考えになっていることがあれ
ば、お示し下さい。

６ ２番 １ 子宮頸がん予防ワクチン接種への助成について 市 長
管 野 恭 子 昨年１０月承認、同年１２月発売と、日本において

もようやく子宮頸がん予防ワクチン接種がスタート。
このがんは、日本で年間約１５，０００人が発症、約
３，５００人が死亡と推計、低年齢化している現状で
あるが、検診と予防ワクチンでほぼ１００％防げるも
のである。しかし接種費用１回１万超との高額の上、
３回接種を必要とする。接種の困難性が高い事が予想
される。白石の大事な女性の健康を守る為、是非、助
成を行うべきと考えるが見解を伺う。
２ ひとり親家庭へのサポートについて 市 長
諸事情から、父子、母子等のひとり親家庭が増加し
ている今日、何等かの理由で育児、家事等が一時的に
困難になった場合に“子育て支援”の視点からもサポ
ートできる制度を設置すべきと考えるが見解を伺う。
３ 人工透析治療の方々への通院支援について 市 長
週３回と高い頻度で通院する標記の方々への経済的
負担軽減の為に従前のに加えて何等かの支援を行うべ
きと考えるが見解を伺う。

７ ７番 １ 平成２２年度施政方針について 市 長
山 田 裕 一 (1) 市長は平成２２年度施政方針の中で、「事業の見

直しや経費の削減など一層の聖域なき行財政改革に
取り組み、健全な行財政運営に務め、効率的で持続
可能な質の高い行政サービスの実現を目指していか
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

７ ７番 なくてはならない。」と宣言された。そこで、持続
山 田 裕 一 可能な質の高い行政サービスとはどのようなサービ

スを指すのかお示しいただきたい。
(2) 平成２２年度施政方針の最重要課題に企業誘致を
掲げられた。企業誘致には、民間情報も欠かせない
と思われる。私は、平成２０年９月議会一般質問で
北海道北見市を例に挙げ、民間企業の情報により企
業誘致が成功した場合に成功報酬として報奨金を支
払う制度を紹介した。企業誘致は情報戦であると思
われるがこういった制度を設けてはいかがか。ま
た、当市ホームページには、「空き家・空き店舗情
報」があるが充実しているとは思われない。市内の
不動産業者の連絡先を掲載したりなどさらに充実し
た官民の協力体制が必要と思われるが市長の所見を
伺う。
(3) 高齢者支援について

核家族化と超高齢者社会の進行により高齢者だけ
の世帯や独居老人世帯が急速に増えている。地域で
高齢者を支える必要性が今後ますます重要であると
思われる。そうした中で認知症の問題が深刻になっ
てきており市民への認知症の正しい知識の啓発や地
域ケア体制の整備をどのように進められるのか具体
的にお示しいただきたい。
２ 中学校教育の未来像について 市 長
少子化問題が大きな社会問題として当市もその影響 教 育 長
をまともに受けている。
当市の中学校新一年生生徒数の推移を見ると、平成
１４年度は、４１６名。これに対して平成２４年度で
は、３０３名（転入・転出なければ）になるとのデー
タがある。つまりこの１０年間で１１０名強の新一年
生が減少していることになる。中学校生活は義務教育
後半の３年間であり、学力向上はもとより、心身の成
長、豊かな人格形成に非常に重要な時期であることは
言うまでもない。そのような中学校教育の中で部活動
は大変重要な位置付けであると思われる。
現在の各中学校の部活動の種類を見てみると、生徒
数の多い中学校は選択の幅が広いが、生徒数の少ない
中学校は、当然、選択の幅が限られてくる。今後さら
に少子化が進行していけば、この状況がさらに悪化
し、部活動が困難になることさえ考えられるが、市長
の長期的なビジョンがあればお考えをお示しいただき
たい。

８ １７番 １ 工業団地造成と企業誘致について 市 長
大 町 栄 信 ２２年度最重要課題として取り組む具体的方向。

２３年３月完成予定である企業誘致の見通しについ
て。
２ 地域医療の確立について
公立刈田病院の情報提供を市民に伝える方法につい
ての考え。
公立刈田病院の健全運営についてどのように考えて
いるか。
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８ １７番 ３ 農業の国の政策、戸別所得補償モデル対策につい
大 町 栄 信 て

米戸別所得補償モデル事業と水田利活用自給力向上
事業のセットでスタートするが考えを伺う。

９ １０番 １ 障害者移動サービスの見直しについて 市 長
大 野 栄 光 この度、平成２２年度の施政方針を打ち出されまし

た。くらし日本一のまちづくり、４万人都市復活大作
戦の第１の柱として、１つは高齢者の方や障害を持っ
た方でも生き甲斐を持って楽しく暮らす事ができるま
ちを目指す“しあわせあふれるやさしいまちしろいし
”と謳っています。そして平成２１年３月に策定され
た白石市障害福祉計画に基づき、障害者が自立した自
分らしい生活が送れるよう福祉サービスの充実と体制
の整備に努めますと述べられています。障害者の方に
は大変心強い限りの方針でありますが、今回あがった
障害者移動サービス利用枚数助成事業の助成見直しの
件で、タクシー券４枚から３枚、６５０円から５００
円初乗り、１２００円のガソリン券の２００円の削減
等々に至った経緯と市長の御所見をお願いします。
２ 農家戸別所得補償制度について 市 長
昨年８月、国民に圧倒的多数で支持された鳩山連立
政権が誕生されました。議席数を見れば期待の大きさ
が伺い知れます。そんな新政権農政に戸別所得補償対
策がマニフェストに掲げられました。
これまでの政策とは又違った農政のような気がしま
す。どう理解したらいいのか戸惑う内容のようです。
趣旨は減収分の収入を補うとのことですが。そろそ
ろ本年の作付も近くなり準備に農家は余念がありませ
ん。そこで２点程伺います。
１点目は前政権は平成１９年より農政改革三対策な
る骨子を作り指導してきました。
(1) 水田・畑作経営所得安定対策。
(2) 米政策改革推進対策。
(3) 農地・水・環境保全向上。
とこの政策と今回の戸別補償対策を受け入れる農家側
に生産意欲がどれ程起きて農家経済がどれ程好転する
かとの見解。
２点目は高齢化と後継者不足、耕作放棄地の解消策
として集積事業や集落営農を進めてきたこれまでの政
策と今回の各農家に収入補償を行おうとする趣旨の戸
別補償制度が当市の農業にどういった活性化と基盤強
化に繋がるかご所見をお伺い致します。

10 ５番 １ 宮城県の地域振興策と関連した白石市の在り方と 市 長
沼 倉 啓 介 位置づけ及び市長としてめざす白石の都市構想につ

いて


